
タナゴは楽し、寂し

末広クラブ逆井漫歩９０ 平成１８年３月

い
つ
も
行
く
理
髪
店
に
、

大
き
め
の
水
槽
が
二
つ
あ
る

が
空
っ
ぽ
の
と
き
も
あ
る
。

客
は
、
そ
こ
に
淡
水
魚
の
タ

ナ
ゴ
が
釣
ら
れ
て
き
て
、
跳

ね
回
る
よ
う
に
泳
ぐ
は
ず
で

あ
る
、
と
思
っ
て
い
る
。

理
髪
店
の
主
人
は
一
月
三

日
、
同
業
者
と
二
人
、
霞
ヶ

浦
南
部
の
新
利
根
川
河
口
水

門
近
く
に
行
き
、
船
宿
の
和

舟
を
借
り
、
百
数
十
匹
を
釣

り
上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
紙
の
釣

果
欄
を
に
ぎ
わ
せ
た
。

写
真
は
、
そ
の
う
ち
の
数

十
匹
で
、
豪
華
に
ひ
し
め
き
、

眺
め
る
客
に
活
気
を
あ
た
え

て
い
る
。
梅
が
ほ
こ
ろ
び
、

桜
が
咲
く
春
を
元
気
に
泳
ぎ

ま
わ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

る
。

ミヤコタナゴは絶滅危惧 タイリクオオタナゴなど帰化種

静
か
に
眺
め
て
い
れ
ば
、
タ
ナ
ゴ

群
も
ゆ
っ
た
り
と
泳
い
で
い
る
。
一

歩
近
づ
き
影
を
落
と
す
と
、
た
ち
ま

ち
右
往
左
往
の
大
混
乱
を
呈
す
る
。

そ
れ
で
も
衝
突
し
て
怪
我
を
し
、
浮

き
上
が
る
気
配
は
み
え
な
い
。

水
槽
の
中
は
、
い
か
が
で
す
か
。

住
み
づ
ら
い
か
な
あ
。
餌
は
市
販
品

が
一
日
一
回
、
パ
ラ
パ
ラ
と
降
っ
て

く
る
し…

。
釣
ら
れ
て
き
て
、
こ
こ

に
い
る
の
は
、
体
長
十
セ
ン
チ
も
あ

る
大
き
な
タ
イ
リ
ク
オ
オ
タ
ナ
ゴ
と

い
う
中
国
か
ら
の
帰
化
種
ら
し
い
。

戦
後
、
利
根
川
水
系
に
ソ
ウ
ギ
ョ

や
ハ
ク
レ
ン
な
ど
が
移
入
さ
れ
、
そ

れ
に
混
じ
っ
て
繁
殖
、
産
卵
さ
れ
た

淡
水
真
珠
貝
が
琵
琶
湖
に
移
入
さ
れ

る
と
、
鮎
の
放
流
と
と
も
に
、
全
国

各
地
の
水
系
に
広
ま
っ
た
と
言
わ
れ

る
。
小
さ
な
日
本
種
の
ミ
ヤ
コ
タ
ナ

ゴ
な
ど
駆
逐
さ
れ
て
い
る
。

理
髪
店
の
主
人
は
、
船
宿
の
和
舟

に
乗
っ
て
、
岸
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
出

し
、
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
竿
で
、
同

じ
長
さ
の
道
糸
を
た
ら
す
。
針
と
餌

は
タ
ナ
ゴ
用
だ
が
、
三
十
セ
ン
チ
も

あ
る
へ
ら
浮
き
を
使
う
。

朝
七
時
ご
ろ
か
ら
四
時
ま
で
、
無

念
無
想
の
太
公
望
で
あ
る
。
日
は
差

し
て
い
る
が
、
風
は
冷
た
い
。

日本産のタナゴは、ミヤコタナゴ、ヤリタナゴ、
カネヒラなど１５種類がいる。コイ科タナゴ亜科タ
ナゴ属。二枚貝に産卵する性質があり、理髪店
の主人も二枚貝を水槽に入れたこともあるが、う
まくいかなかったようだ。産卵期になると、オス
には婚姻色が出る。アカヒレタビラという日本産
種では、背びれとしりびれ端が赤く染まる。その
婚姻色を見るために飼育されるとも言う。市販さ
れているのはタイリクバラタナゴが多いそうだ。

←ミヤコタナゴ。体長３－４セン
チ。 昭和49年に天然記念物に

指定され釣ることはできない。イ
タセンバラとともに絶滅危惧種。
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